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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、福島第一原子力発電所の廃炉に向けて、遠隔技術分野

を中心とした研究人材の育成を行う。燃料デブリ取り出し時における

炉内状況把握のためのモニタリングプラットフォームの構築、および

プラットフォーム上を移動するセンサによる計測・可視化についての

研究を行う。このような研究課題に参画することによる研究教育、講

義等の座学、施設見学、の3つの柱で研究人材を育成することを目的と

して、以下の項目を行う。 

１）モニタリングプラットフォームの構築 

２）遠隔操作インタフェースの開発 

３）放射線モニタリングデバイスの開発 

４）炉内環境把握のための環境モデル立体復元手法の研究開発 

５）研究人材育成 

２．総合評価 Ａ 
・長期的な廃炉作業を見据えた炉内状況把握のための技術開発はニー

ズがあり、炉内へのプラットフォームを構築し、炉内状況把握に繰

り返し利用をさせるという構想は素晴らしく、一定の仮定に基づき

要素技術を開発したことは今後の1F廃炉技術開発に有用であると評

価ができる。 

・一方で、放射線モニタリングデバイス開発は高γ線バックグラウン

ドでの検証や、環境モデル立体復元は他分野で先行している3次元復

元技術との比較検討等が必要であり、実用化まではまだ距離がある

と思われる。 

・人材育成については、育成人数や口頭発表・論文発表数など、よい

成果が示されたと評価ができる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


